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はじめに
里見宗次（1904〜1996）は，長くフランスに
て活躍したグラフィック・デザイナーである。
その里見の代表作に《JAPAN》ポスターが
ある。国際観光局の依頼を受けて1937年に制
作された。本ポスターについて，先行研究で
は，カッサンドルに影響を受けたアール・デ
コ様式で描かれたもの，あるいは流動的な色
彩，対角線を意識した構図によるスピードを
表現したものとして主に造形的側面について
言及が多くなされてきた。しかしながら，そ
のモチーフの具体的な内容および制作背景に
ついてはほとんど明らかにされていない。そ
こで，本発表では，里見宗次《JAPAN》ポ
スターのモチーフを分析し，さらに1930年代
後半における外客誘致のための宣伝戦略を考
察することによって，本作品の制作背景につ
いて明らかにする。

１　里見宗次作《JAPAN》ポスターについて
　本作品の当時の正式名称は，国際観光局に
よれば《車窓風景》となっている。オフセッ
ト12度刷りで10,000枚印刷された。
　里見は1922年にフランス・パリに渡って以
来，かの地で活躍を続けていたが，1936年に
14年ぶりに一時帰国を果たす。この一時帰国
をした際に，国際観光局から依頼されたのが

《JAPAN》ポスターだった。依頼を受けた具
体的日付が京都工芸繊維大学美術工芸資料館
所蔵の資料から伺える。星ヶ岡茶寮の「納涼
園御献立」の裏には，里見のサインとともに
12名の名前が書かれている。特に注目すべき
は，田誠と高田寛である。田誠は1934年から

39年まで第３代国際観光局局長だった。高田
寛は国際観光局事業課長で1941年から42年ま
で第７代観光局局長をつとめることになる。
推察するに，里見は８月３日に来日した一週
間後の８月10日，国際観光局局長の田と事業
課長の高田から直接ポスターの制作を依頼さ
れたものと思われる。
　本ポスターのモチーフをみると，画面の右
上から左下に向かって無数の線が幾つも伸び，
列車の最後尾から眺めた線路が描かれている。
線路に敷かれた茶色の砂利，あるいは沿線に
生える草花が一つの線状と化して汽車の速さ
を表している。一方，遠景には水平線が見え，
海や島，中景には棚田が描かれている。とく
に海や島々の様子は微動だにせず静謐で，ま
るで時が止まっているかのようである。本ポ
スターの特徴とは，近景のダイナミックな列
車の速さと遠景のスタティックな自然風景の
表現が対比されていることにあるといえよう。
　このポスターについては里見自身，一時帰
国した際に一番美しく日本らしい瀬戸内海の
景色が印象に残ったのでそれを描いたとコメ
ントを残している。この景色が瀬戸内海であ
るとするならば，列車はそれに沿って運行し
ていた山陽本線であろう。当時，山陽本線に
は東京−下関をむすぶ特急列車「富士」や

「櫻」，さらに７・８列車と呼ばれる急行列車
が運行していた。こうした特急列車の最後尾
には一等展望車が連結されており，作品に描
かれた景色はこうした展望車からの眺めを捉
えたものと考えられる。
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２　1936年前後における国際観光事業
　里見にポスターの依頼をした国際観光局は，
1930年４月24日，外客誘致に関する施設の統
一連絡及び促進を図る官設の中央機関として
創設された。おもに国際親善の増進と国際収
支の改善という二つの国家的使命の達成を目
指したものだった。
　里見が観光ポスターの制作を依頼された
1936年前後における観光政策は，かなりの活
況を呈していた。1936年には来訪外国人数
42,568人，外客消費額は１億円を突破してい
る。他にも，1935年5月には第１回東洋観光
会議が東京で開催され，同年には国際観光局
５周年を記念して「観光祭」が全国で催され
た。翌年の1936年には，日本観光地連合会と
いう国内における観光機関の統合団体が，国
際観光局，鉄道局，内務省衛生局が統制する
日本観光連盟へと発展する。里見がポスター
を制作した1936年前後というのは，国際観光
事業において黄金時代というべき時期だった
のである。

３　里見宗次《JAPAN》ポスター制作背景
　それでは，こうした好調を維持し，さらな
る外貨獲得のために国際観光局はどのような
宣伝戦略を行っていたのだろうか。
　外客誘致のために芸者や桜，富士山という
典型的な日本イメージを利用することについ
ては「客引き根性」あるいは「卑屈」という
批評を招いた。しかしながら，外客誘致のた
めには，こうしたステレオタイプなイメージ
も利用すべしという意見もまた存在していた。
例えば，ジャパン・ツーリスト・ビューロー
のニューヨーク事務所に勤めていた猪俣昌蔵
によれば「日本独特の風光は勿論のこと旧日
本の姿，新旧両様の日本の姿が互に調和よく
交錯してゐる模様，日本人の日常の生活状態
などは世界中どこの国にも見られぬ日本独特

のものであつて，従而最も旅人の興味を惹く
ものである」という（「宣伝広告の行き方」

『国際観光』第６巻第２号，1938年，25頁）。
国際観光局にとって，近代文明国家としての
イメージを示しつつ，プリミティブな日本イ
メージも利用するという両方の側面を示す必
要性があったことが伺える。里見の《JAPAN》
ポスターをみると，スピードをあげて走る列
車の姿と瀬戸内海の静かな自然風景とが対比
的に描かれていた。瀬戸内海といえば，1934
年３月16日霧島，雲仙とともに日本初の国立
公園として指定された場所で，自然景観の保
護開発，国民の保健休養とともに日本の風景
地を外客に知らしめることが目指されていた。
風景の美しさもまた外客誘致の重要なる素材
というわけである。つまり，里見の《JAPAN》
ポスターとは，日本固有の風景美と近代国家
としての発達した鉄道という対比的な日本の
姿を一つの画面のなかに両立させたものだっ
たのである。これは，従来の典型的名所や風
俗表現との違いを示しながらも，日本の典型
的なイメージでアピールしたい，しかし近代
文明の姿もまたアピールしたいという観光局
の二重の思惑を見事にくんだものであったと
思われる。

おわりに
　1936年前後に黄金時代を迎えた国際観光事
業の繁栄は長くは続かなかった。1937年７月
に勃発した日中戦争により，アメリカにおけ
る対日世論は悪化し，訪日外客数は1936年を
ピークに激減していった。1941年の太平洋戦
争開戦によってその傾向はいっそう強まり，
42年に国際観光局は廃止されるにいたる。里
見宗次による《JAPAN》ポスターは，本格
的戦争に突入する前の日本における，外客誘
致宣伝ポスターとして最後の頂点を示してい
るといえよう。
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